
1. 休止・運転の基本手順  ①乗場休止スイッチがある場合
くれぐれも操作の手順を間違えないように！ ここでは、乗場休止スイッチ付きのエレベーターで、

夜間・休日など、一定時間以上利用がなく、ビル管理の都合上、
休止させる必要がある際の基本操作を説明いたします。

日常対応編：機器への対応

　　　休止させるとき 平常運転に戻すとき タイマーをご利用の場合

乗場休止スイッチによる  休止・運転再開の操作手順

1. エレベーターを休止させること
を、掲示板やはり紙などで利用
者へ知らせてください。

2.乗場休止スイッチに三菱エレベー
ター専用鍵を差し込み、「運転」か
ら「休止」へ切り替えてください。

3.かごが特定階に到着、戸が開閉
した後に休止となります。
戸が開いたときに、かご室内に
利用者がいないことを必ず確認
してください。

1.かご室内の利用者によって、かご操作
盤の行先ボタンが押されれば、特定階
に到着するまで、それに応えて運転を
続けます。乗場からの「呼び」には応じ
ません。

2. かご室内の利用者の操作に応じた運転
を終えた後、特定階へ直行し、戸を開き
ます。

3. 戸を開いた後、ただちにかごの照明を
消灯。かご操作盤の戸開きボタンのみ
点灯します。

4. 戸が開いてから一定時間後に閉まり、
休止となります。

戸が閉まった後に利用者がかご室内に取
り残されていたとしても…
●かご操作盤の戸開きボタンを押せば戸

が開き、再び一定時間後に閉まります。

乗場休止スイッチ操作時のかごの動き 1. 乗場休止スイッチに三菱エレベ
ーター専用鍵を差し込み、「休止」
から「運転」へ切り替えてくだ
さい。
エレベーターは、ただちに平常
運転に戻ります。

2. 利用者に休止を知らせるために
貼り付けた、はり紙などを取り
除いてください。

タイマーにより、あらかじめ設定
された時間帯になると特定のエレ
ベーターが休止します（1台の場
合でも付加されている場合があり
ます）。その他の時間帯ではエレベ
ーターは平常運転を行います。

1. 乗場休止スイッチに三菱エレベ
ーター専用鍵を差し込み、キー
の位置を「タイマー」へ切り替え
てください。

2. タイマー運転を解除する場合は、
乗場休止スイッチに三菱エレベ
ーター専用鍵を差し込み、「タ
イマー」から「運転」へ切り替
えてください。

●設定された時間帯になると、登
録されていたすべての乗場呼び
は一斉に打ち消されて再登録は
できません。

●かごは、かご呼びに応答しながら
特定階（通常はいちばん下の階）
に戻り、かご照明を消灯し、一定
時間後、戸を閉じて運転を休止し
ます。
この場合、戸開きボタンは点灯し
ており、押せば直ちに戸が開きま
すので、利用者をかご内に閉じこ
めてしまうことはありません。

※タイマー設定は機械室内に設置
された制御盤（機械室レスタイ
プの場合は昇降路内に設置され
た制御盤）で行いますので、タ
イマーに設定された時間帯を変
更したいときは当社へご連絡く
ださい。



平常運転に戻すとき

1. 休止・運転の基本手順  ②乗場休止スイッチがない場合
くれぐれも操作の手順を間違えないように！

日常対応編：機器への対応

1. 三菱エレベーター専用鍵を準備してください。

2.かごを休止させた階の乗場の戸を手で開けてくだ
さい。

3.かご室内に入り、かご操作盤の開戸を解錠して開
いてください。

4.「かご照明スイッチ」を「切」側から「照明」側に倒し、
照明をつけてください。

5.戸開きボタンを押したまま、次の操作を行ってく
ださい。

（1）「運転−休止スイッチ」を「休止」側から「運転」
側へ倒します。

※油圧式の場合は「運転−床合付休止スイッチ」
を「床合付休止」側から「運転」側へ倒します。

（2）かご操作盤の開戸を閉めて、三菱エレベーター
専用鍵を抜き取ってください。

6.利用者に休止を知らせるために貼り付けた、はり
紙などを取り除いてください。

ここでは、乗場休止スイッチが付いていないエレベーターで、
夜間・休日など、一定時間以上利用がなく、ビル管理の都合上、
休止させる必要がある際の基本操作を説明いたします。

各種スイッチの位置や名称は、機種等によって異なる場合もありますので、
詳細については当社の専門技術者へ確認してください。

操作は、必ず管理者の方が行ってください。
平常運転に戻すとき、機種によっては、乗場戸の錠外し鍵を
使わなければ戸を開けることができない場合があります。
この錠外し鍵の使い方には専門的な知識が必要なため、当
社が行う実地訓練を修了された管理者の方以外にはお渡し
しておりません。
詳細については当社へお問い合わせください。

休止させるとき

4.「かご照明スイッチ」を「照明」側から「切」側に倒し、
照明を消してください。

5. かご操作盤の開戸を閉めて、三菱エレベーター専
用鍵を抜き取ってください。

6. かご室から出て、戸を手で閉めてください。

1. エレベーターを休止させることを、掲示板やはり
紙などで利用者へ知らせてください。

2. 三菱エレベーター専用鍵を準備してください。

3. かご室内に入り、戸が閉まらないようにかご操作
盤の戸開きボタンを押したまま、次の操作を行っ
てください。

（1）かご操作盤の開戸を解錠して開きます。

（2）「運転−休止スイッチ」を「運転」側から「休止」
側へ倒します。

※油圧式の場合は「運転−床合付休止スイッチ」を
「運転」側から「床合休止」側へ倒します。

※機種によっては、ゆっくりと戸が閉まり始める場
合がありますので、閉まり切らないよう手など
で戸を押えてください。

かご操作盤の開戸内スイッチに よる休止・運転再開の操作手順

操作を誤ると、事故につながるおそれがあります。警告

戸を開けたままにしておくと、火災発生時に被
害を拡大するおそれがあります。

警　告




